
（教育総務課）

学習発表会

熊野東中学校 熊野第四小学校

　２年生が令和４年12月５日㈪～７日㈬に九
州への修学旅行を実施しました。充実した修
学旅行にするために、生徒たちは事前学習に
一生懸命取り組みました。その一つとして、
長崎での平和学習をより深めるために、沖縄
戦の経験者の話しや広島の被爆者から直接体
験談を聴き、平和の尊さや戦争の悲惨さを学
びました。これらの学習をもとに長崎の街を
現地ガイドの話を聴きながら史跡を巡り学習
を深めました。
　また、生徒にとって大きな楽しみであるハ
ウステンボスでの時間をより有効に使うため
に、グループ活動を取り入れ、何度も話し合
いを重ねることで、めざすアトラクションに
行ったり、レストランで食事をしたりしてお
互いの絆を深め、思い出に残る楽しい時を過
ごすことができました。
　生徒たちは、これまで学習したことや身に
付けてきたルールやマナーを、修学旅行の場
で発揮し、自分を高めることができたと思い
ます。
　２年生は３学期、最上級生としての準備期
間に入ります。この度の修学旅行での学びを
糧にして、更によりよい東中を築くリーダー
に育ってくれることを期待しています。

（教育総務課）

　「団結し　やりきる心　～最後まで～」の
テーマのもと、令和４年11月19日㈯に令和４
年度学習発表会を開催しました。どの学年も、
これまでの学習を通して学んだことを音楽や
劇、太鼓などを通して精一杯発表しました。
　６年生は小学校最後の学習発表会でした。
心を一つに演奏するために、掛け声やリズム
を合わせることを意識して練習してきました。
本番では、最高学年として、第四小学校の飛
翔太鼓の伝統を受け継いだすばらしい演奏が
できました。また、他学年も６年生の演奏を
聞いて、本年度のテーマでもある“最後まで
やりきる心”を感じました。
　学習発表会で友達と力を合わせてやり切っ
た経験を、今後の生活に役立てて欲しいと思
います。
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充実した修学旅行でした！

熊野高等学校　 854－４１５５
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修学旅行

熊野高等学校

　２年生は令和４年12月２日㈮～４日㈰で修
学旅行に行きました。当初の計画では沖縄を
訪れる予定でしたが、新型コロナウイルス感
染症の感染者が出た場合のリスクを考え、訪
問先を関西へ変更し実施しました。
　初日は広島駅に集合して、新幹線で大阪へ
と向かいました。午後からのクラス別研修で
は、大阪中之島美術館や東大寺など、それぞ
れのクラスで決めた訪問先で楽しむことがで
きました。
　２日目、３日目は海遊館、ユニバーサルス
タジオ、あべのハルカス、通天閣を訪れ、大
阪を堪能しました。そして、今回一番楽しめ
たのは吉本新喜劇です。これぞ大阪と言える
ものを十分に楽しみました。
　沖縄に行けなかったのは残念でしたが、何
とか修学旅行を実施できて、生徒は大きな思
い出を作ることができたようです。
　冬休みも終わり、それぞれの学年が次のス
テップに向けラストスパートをかける時期にな
りました。大きな目標に向け前進し続けます。

▲ユニバーサルスタジオジャパンでの記念撮影
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人権とわたし

　同和問題とは、日本社会の歴史的過程で形
づくられた身分差別により、日本国民の一部
の人々が、長い間経済的、社会的、文化的に
低い状態に置かれることを強いられ、今なお
日常生活の上でさまざまな差別を受けるなど、
我が国固有の人権問題です。
　「あの人は同和地区出身だから…」などと言
われて結婚や就職を妨げられるなど、差別を
される事案が依然として存在しています。私
たち一人ひとりが同和問題について理解と認
識を深め、差別意識を解消することが大切で
す。

○同和問題の現状
　この問題の解決を図るため、昭和44年以来、
特別措置法に基づき地域改善対策を行った結
果、同和地区の生活環境の改善など概ねその
目的は達成できる状況になりました。
　しかし、結婚や就職などにおける差別事案
は依然として存在し続けているのが現状です。
こうした現状の中、平成28年には部落差別の
ない社会を実現することを目的として、「部落
差別解消推進法」が施行されました。

○同和問題の解決に向けて
　同和問題を解決するためには、私たち自身
が自分にも関係がある問題として向き合うこ
とが大切です。
　私たち一人ひとりが、周りに合わせて態度
を決めるのではなく、同和問題を理解し、「差
別しない、差別を許さない」という認識をもっ
て行動することが大切です。

出典‥人権啓発冊子『「気づき」から「きずな」へ』
　　　（令和４年２月広島県発行）
 （生活環境課）

同和問題

◀ 現地ガイドの
話を聴いてい
る様子

▲飛翔太鼓を演奏する様子

▲河野さん
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